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教
学
的
交
流
か
ら

見
た

院
政
期
高
野
山
の

ヲ

コ

ト
点
伝
播
に
つ

い

て

　
　
　

　
　
智

積
院

蔵
『

上

新
請
来
経
等
目

録
』

を

手
懸
か

り
と

し
て

一

　

は

じ

め

に

宇

都

宮

啓

吾

　
稿
者
は
、

現
在

、

智
積
院
御
当
局
よ

り
ご

高
配
を
賜
っ

て

智
積
院

新
文
庫
聖
教
の

調
査
・

研
究
を
進
め

て

お

り
、

そ
の

概
要
を

智
山
教
学

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

↑）

大
会
講
演
に

基
づ

く
稿
を

始
め

と

し

て
い

く
つ

か

を

公
に

し

た
が

、

そ

れ

以
降
に
は

、

本
誌
に

お
い

て

報
告
を

行
な
っ

て
い

な
い

た

め
、

現

状
報
告
と

小

見
を
公
に

す
る

こ

と

を
目
的
と

し
て

、

成
稿
し

た
こ

と

を
始
め

に

申
し

上
げ
る

次
第
で

あ
る

。

　

各
時

代
・

各
地
域
に

お

け
る

拠

点
的
寺

院
の

教
学
的

実
態
に
つ

い

て

は
、

人
の

動
き

（

師
資
相
承
・

教
学
的
活
動

等
）

や

総
体
と
し

て

の

聖

教

の

形
成
や

移
動

、

ま
た

、

各
聖
教
の

書
写
・

伝
持
や

そ
の

記
述

等
、

様
々

な
視
点
か
ら
の

分
析
が

行
な
わ

れ
、

大
き
な
成

果
が

挙
げ
ら

れ

て

い

る
。

　

そ
の

よ

う
な
成
果
は

、

一

つ

に

は

聖
教
調
査
に

基
づ

い

て

な
さ
れ
た

も
の

で

あ
り

、

諸

所
に

お

け
る

聖

教
調
査
の

重

要
性
が

改
め

て

認
識

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

も
あ
る

。

　

稿
者
も

、

智
積
院
新
文
庫
聖

教
の

悉
皆
調
査
を

進
め

て

お

り
、

例
え
ば

、

従
来
は

、

そ
の

重

要
性
が

説
か

れ
な
が

ら

も

資
料
の

制
約
に

よ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2＞

っ

て

「

謎
」

と

言
っ

て

も

過
言
で

は

な
か
っ

た
、

中
世
律
宗
の

拠

点
的

寺
院
で

あ
っ

た

泉
州
家
原

寺
の

聖

教
群
が

含
ま
れ

て

い

る
こ

と
を

確

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3）

認
し
、

以
下
の

如
き
こ

と

を

指
摘
し

た
。
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■
智
積
院
新
文
庫
に
お
い

て

は
、

十
五

世
紀
後
半
頃
の

弘
源
・

亮
盛
・

弘
賢
ら
に

よ
っ

て

集
積
さ
れ

た

和
泉

国
家
原

寺
満
蔵
院
の

聖

教
群

や

　
成

覚
寺
成
純
ら

の

聖
教
群
が
一

つ

の

核
と

し
て

存
在
す
る

。

■
弘
源
（
泉
州

極
楽
寺
地
蔵
院）
・

亮
盛
（

泉
州
家
原

寺
満
蔵
院）
・

弘
賢
（
同）

は

和
泉
国
と

根
来
寺
を

中
心

に

活
動

。

ま
た

、

和
泉

国
に

お
い

て

は

家

　
原
寺
を

中
心
と

し
た

大
鳥
郡
一

帯
を

拠
点
と

し
て

い

る
。

■
三

者
は

三

宝
院
流
の

法
系
に

あ
り

、

東
寺
宝

厳
院
・

学
頭
法
印
宝

清
−
同
院
・

清
聖

を

継
ぐ

、

弘
源

−
亮
盛

ー
弘
賢
と

い

う
関
係
に

あ
る

。

■
亮
盛
は

、

寛
正
五

年
2
四
六
四
）

誕
生

、

享
禄
二

年
（
一

五

二

九
）

以
前
死
去

。

■
弘
賢
は

、

寛
正
三

年
（

一

四
六
二
）

誕
生

。

■
和
泉
国
家
原
寺
は

、

行
基
誕

生
の

地
と

し

て

知
ら
れ
る

と

と
も
に

、

叡
尊
が

別
授
戒
を
初
め
て

授
け
た

中
世
律
宗
系
の

拠
点
と
し

て

知
ら

　
れ
て

い

る
。

■
和
泉
国
家
原

寺
満
蔵
院
亮
盛
は

根
来

寺
初

代
能

化
道
瑜
の

資
で

あ
る

和
泉
国
大
鳥
郡

成

覚
寺
の

成

純
と

交
流

。

亮
盛
も
文
亀
二

年
に

は

根

　
来
寺
十
輪
院
に

住
し

て

修
学
し

て
い

た
こ

と

が

知
ら

れ
る

。

こ

の

点
か

ら
、

亮
盛
と
道
瑜
と

の

関
係
も

窺
わ

れ

る
。

ま
た

、

亮
盛
は

、

根

　
来
寺
中
性
院
聖

教
目

録
を

所
持

す
る

な
ど

、

亮
盛
の

修
学
環
境
の

高
さ

も

窺
わ

れ
、

そ

う
い

っ

た

”

質
の

高
い
”

根
来
寺
教

学
が

和
泉
国

　

家
原
寺
を
中
心
に

伝
え
ら

れ

て

い

る
こ

と

が

知
ら

れ

る
。

そ

し

て
、

こ

れ

ら

の

資
料
か

ら

和
泉

国
に

お

け
る

根
来
寺
教
学
の

実
態
が

窺
わ

　
れ
る

点
も

興
味
深
い

。

■
こ

の

よ

う
な

点
か
ら
、

和
泉
国
に

お
い

て

は
、

そ
の

教
学
的
拠

点
と
し

て

極
楽
寺
地

蔵
院

、

家
原

寺
満
蔵
院
・

成
覚
寺
等
の

大
鳥
郡
周
辺

　
の

寺
院
が

挙
げ
ら
れ

、

そ
れ

ら

が

和
泉
国
の

安
国
寺
と

考
え
ら

れ
る

家
原
寺
を

中
心
と
し

て
、

根
来
寺
・

高
野
山
と

の

関
わ

り
が

存
し
た

。
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ま
た

、

智

積
院
聖

教
の

価
値
と
し

て
、

非
常
に

重

要
な

も
の

と

し
て

は
、

智
積
院
が

京
都
東
山
以

前
に

あ
っ

た

根
来
寺
の

教

学
的
実
態
の

解
明
が

可
能
と
な
っ

た
こ

と

で

あ
る

。

根
来
寺
は
、

そ
の

紹
介
と

し

て

常
に

引
用
さ

れ

る
ル

イ
ス
・

フ

ロ

イ

ス

『

日

本
史
』

の

「

都
の

大

学
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の

外
に

五
つ

の

有
名
な

大
学
が

あ
る

。

高
野

、

根
来
寺

、

比

叡
山

、

近
江

、

坂
東

。

」

の
一

つ

と
さ

れ

な
が
ら
も
、

豊

臣
秀
吉
の

侵
攻
に

よ

っ

て

壊
滅
的
な
状
況
に

陥
り

、

そ
の

実
態
に

つ

い

て

は
断
片
的
な

資
料
に

よ
っ

て

窺
い

知
る

し
か
無
い

の

が

実
情
で

あ
っ

た

が
、

智
積
院
聖

教
に

は
、

前
掲
の

家
原
寺
聖
教
の

他
に

、

根
来
寺
聖

教
に

基
づ

く
書
写

、

即
ち

、

教

学
的
活
動
の

成
果
が

数
多
く
伝
持
さ

れ
て

お

り
、

今
後

の

解
明
が

大
き

く
期
待
さ

れ
る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

　

そ

し
て

、

稿
者
自

身
も
そ
の

解
明
の
一

つ

と

し

て
、

根
来
寺
聖
教
の

地

方
へ

の

移

動
に

伴
う
教

学
上

の

伝
播
の

問
題

や
、

地

方
か

ら

根
来

寺
へ

と

も
た
ら
さ

れ

た

聖

教
群
が
そ
の

ま
ま

、

ま
た

は

書
写
本
と
し

て

別
の

地
域
へ

と

移
動
す
る

と
い

っ

た
、

教
学
上
の

拠
点
的
寺
院
が

単

な
る

発
信
と

し

て

の

役
割
を
超
え
て

「

連

接
点
」

と

し
て

の

役
割
を
も
担
っ

て
い

る
こ

と
を

指
摘
し

た
。

　

こ

の

根
来

寺
に

お

け
る

「

連

接
点
」

と
し

て

の

視
点
は

、

幸
い

に

し

て

受
け
入
れ

ら
れ
た

ら

し

く
、

文
学
の

側
に

お
い

て

も
、

『

孝
養
集
』

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
4）

の

書
写
を
巡
る

問
題
を

検
討
し

た

高
橋
秀
城
氏
の

分
析

、

歴
史
学
の

側
に

お
い

て

も
、

地
点
を

変
え

て

房
州
宝
珠
院
の

聖
教
に

基
づ

く
類
似

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（
5）

の

報
告
を
し

た

三

好
英
樹
氏
の

指
摘
な
ど
で

も
こ

の

用
語
が

嗣
い

ら

れ

て

お

り
、

聖
教
の

形
成
に
お

け
る

教
学
的
拠
点
の

問
題
は

、

今
後
と

も
進
め

ら

れ

る
べ

き
課
題
と

認
識
し
て

い

る
。

　

但
し

、

智
山

年
表
編
纂
室
に

よ
っ

て

完
成
さ
れ
た

『

真
醤
宗
智
由

派
所
属
寺
院
聖
教
・

史
料
撮
影
隠

録
』

へ
真
言
宗
智
由
派
宗
務
庁
編

二

〇
〇

七
・

三
）

か
ら
地

方
に

お

け
る

聖
教
の

奥
書
が

確
認
し
得
る

状
況
に

至
り

、

そ
れ
ら
や

聖

教
調
査
の

成
果
を
統
合
的
に

活
用

す
る
こ

と
で

、

聖

教
の

移
動
や

書
写

、

ま
た

、

「

連
接
点
」

と

し
て

の

機
能
を

有
す
る

根
来
寺
の

教

学
的

実
態
は

、

孰
れ
の

地

域
に

お
い

て

も

確
認
で

き
る

も

の

と

予
想
さ
れ
る
と

こ

ろ
で

あ

り
、

単
に

地

域
や

文
献
を

変
え
て

実
態
を

指
摘
す
る
こ

と
に

留
ま
る
こ

と

な

く
、

そ
こ

に

ど
の

よ

う
な
意
味

が

あ
る

の

か
を

様
々

な

視
点
か

ら

解
明
し

て
い

く
こ

と

が

今
後
の

課
題
に

な

る

も
の

と

思
わ

れ
る

。

　

ま
た

、

こ

の

よ

う
な

問
題
意
識
に

立
っ

た

時
、

智
積
院
新
文
庫
に
お

け
る

塗
教
は

、

ま
さ
に

「

学
山
」

の

書
庫
に

相
応
し
い

質
・

量
を
備

え
て

お
り

、

右
の

如
き
根
来
寺
の

問
題
だ

け
で

な

く、

偲
別
の

聖
教
を
詳
細
に

検
討
す
る

こ

と

で
、

各
時
代
の

諸
処
の

教
学
的
拠
点
の

解
明

に

も
資
す
る

も
の

と

期
待
さ

れ

る
。

　

そ
こ

で
、

本
稿
で

は
、

智
積
院
新
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
る

『

御
将
来
目
録
』

を
手
が

か

り
と

し
て

、

聖
教

、

特
に

、

縞

者
の

主
た

る

専
門
と
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す
る

訓
点

資
料
の

分
析
か

ら

見
た

教
学
的
拠
点
の

問
題
に

つ

い

て

考
え
て

み
た
い

。

二

　
問
題
の

所
在

　

教
学
的
拠
点
に

お

け
る

寺
院
活

動
の

問
題
を

検
討

す
る

場
合

、

日

本

語
研
究
の
一

分
野
で

あ
る

訓

点
語
学
に

お
い

て

は
、

ヲ

コ

ト

点
を

手

懸
か

り
と

し
た

分
析
が
行
な
わ
れ
て

い

る
。

　
ヲ

コ

ト

点
と

は
、

漢
文
を

訓
読
す
る

際
に

、

形
（
・
一

／

十
LI

な
ど）

と

位
置
（
漢
字
一

字
を

□
と

見
た

時、

そ

の

左
下
・

左

中
・

左
上
・

中
央
な

ど
）

と

に

よ
っ

て

頻
出
す
る

助

詞
や

助
動

詞
、

活
用

語
尾
な

ど

の

文
字
（
仮
名）

の

代
用
と

し

て

表
記
に

用
い

た

も
の

で
、

こ

の

ヲ
コ

ト

点
の

形
式

（
付
け

方
の

ル

ー

ル
）

は

そ
れ

ぞ
れ
の

宗
派
や

流

派
に

よ
っ

て

異
な
っ

て

お

り
（
例
え

ば、

「

円

堂
点
」

と

称
さ

れ
る
ヲ

コ

ト

点
の

形
式
は

仁
和
寺

所
用）

、

ヲ
コ

ト

点
の

形
式
を

知
る
こ

と
が

出
来
れ

ば
、

当
該
訓
点
資
料
の

素
性

、

訓
点
を
付
け
た

人
物
が

ど

の

宗
派

、

流
派
に

属
し

て

い

た
か

等
を

知
る

こ

と
が

で

き
る

。

　

こ

の

成
果
を

踏
ま

え
て

、

悉
皆
調
査
に

基
づ

き
、

石
山
寺
や

高
山
寺
に

お

け
る

教

学
の

実
態
解
明
や

各
寺
院
の

聖
教
に

施
さ

れ

た

ヲ
コ

ト

点
の

実
態
を
明
ら

か

に

し
、

更
に

は
、

当
時
の

諸
寺
院
に

お
け
る

学

問
的

関
心
の

問
題
を
分
析
し

た

諸
氏
の

研
究
も

多
く
存
す
る

。

　

こ

の

よ

う
な

知
見
は

、

訓

点
語
学
だ

け
の

知
識
と

す
る
べ

き
も
の

で

は

な

く
、

む
し

ろ
、

”

書

誌
学
的
知
識
”

と

し

て

書
籍
を

扱
う
者
全

て

で

共
有

す
る

べ

き
も
の

と

思
わ
れ
る

。

　

そ

れ

は
、

経
典
等
の

典

籍
類
に

訓

点
を

施
す
こ

と

自
体
が

僧
侶
に

よ

る

修
学
・

教
学
の

営
み
の

成

果
で

あ
り

、

訓
点
資
料
は

、

教
学
の

実

態
を

示
す
「

物
的
証
拠
」

と
も

言
い

得
る

も
の

だ
か

ら

で

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

　

例
え

ば
、

仁
和
寺
所
用

の

円
堂

点
は

、

智
積
院
新
文
庫
聖
教
に

お
い

て

も
、

以
下
の

資
料
の

如
く

、

頼
瑜
僧
正
の

使
用
が

確
認
さ

れ
、

そ

れ

ら

の

分
析
・

解
明
も
重

要
に

な

る

も
の

と

思

わ

れ

る
。
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（
一
一
＝
ハ

ニ）

「

弘
長
二

年
四

月
七

ロ

於
伏

見
速
成
院
以
仁
／
和
寺
本
書

写
畢
是

則
爲
紹
隆
仏

法
廻
向
菩
提
而
巳

（
朱）

「

同
日

交
点
了
」

金

剛
仏
子

頼
瑜
L

○
伝
法
灌

頂
三

昧
耶
戒
作
法
（
四
五
函
一

号一
二

番）

文
応

元
年
頃
写
　
朱
点
（
円
堂
点
）

　
　
　
　
　
　
（
一
一
五
ご ．）

　
　

「

本
記
云
／
仁
平
三

年
六
月
十
五

日
於
密
嚴
院
西
谷
傳
授
始
之
同
十
六

日

傳
授
了
／
文
應
元

年
七

月
十
六

日

於
西
小
田

原
坊
以

禅
」

　
　
2

　
　
　
二

六

〇）

　
　

「

文
應
元
年
七

月
廿
日

辰
時
於
禅
定
院
奉
傳
授
了
／
豪
信
三

十
二
」

　

例
え

ば
、

右
の

『

公

家
御
修
法
次
第
仁

和
寺

』

の

奥
書
に

見
え
る

「

伏
見
速
成
院
」

は
、

「

伏
見
即
成
院
」

の

こ

と

と

考
え
ら
れ
、

橘
俊
綱

開
基
で

、

「

迎
接
之

体
」

と
い

う
来
迎
引

接
の

寺
院
と

し
て

浄
土

教
や

戒

律
の

問
題
と

関
わ

り
、

ま

た
、

後
白
河
院
皇
女
宣

陽
門
院
と
の

関

わ

り
や

、

近
年
で

は

那

須
与
一

と

の

関
わ

り
と

し

て

も
注
目
さ

れ

る

寺
院
で

あ
る

。

そ
の
一

方
で

、

東
寺
に

『

律
宗
三

大
部
』

を

施
入
す
る

な
ど
、

真
言
に

厚
く
帰
依
し
た

宣
陽
門
院
が
こ

の

伏
見
即
成
院
を
自
ら
の

墓
所
を
定
め

な
」

と

に
つ

い

て

は

〃

不

可

解
と

さ
れ

矼
な

ど
・

即
成
院

と

真
言
宗
と

の

関
わ

り
に

つ

い

て

は

未
だ

手
つ

か

ず
の

問
題
と

言
え
る

。

　

そ

の

よ

う
な
寺
院
に

お
い

て
、

新
義
真
言
宗
の

大
成
者
と

さ
れ
る

頼
瑜
が
仁
和
寺
に

関
わ

る

聖
教
の

書
写
と

仁
和
寺
所
用
の

円
堂

点
を

加

点
し

て
い

る
こ

と
に

は

注
目
で

き
る

。

　

是
く
の

如
く、

ヲ
コ

ト

点
と

奥
書
と
を

組
み

合
わ

せ

て

分
析
す
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

仏
教
史
学
の

点
で

も
諸
種
の

知
見
が

得
ら
れ
る

も
の

と

期
待
さ

れ

る

が
、

合
わ

せ

て
、

ヲ
コ

ト

点
自
体
に

注
目

し

て

も
、

例
え
ば

、

円
堂

点
の

意
義
や

そ
の

成
立

の

背
景
に
つ

い

て

明
ら
か
に

す

る

こ

と
は

、

種
々

の

知
見
を

得
る

こ

と

に

繋
が

る

も
の

と

思
わ

れ
、

「

円
堂
点
の

整
備
が

、

新
し

く
始
ま
っ

た

学
統

、

仁
和
寺
広

沢
流
の

確

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
（
8）

立

と
、

そ
れ

に

併

行
す
る

教
育
の

改
善
が

然
ら

し
め

た
」

と
の

三

保
忠
夫
氏
の

指
摘
は

、

ま
さ

に
、

そ
の
一

つ

と

言
え
る

。

　

こ

の

よ

う
な
円
堂

点
の

問
題

を

考
え
る
上

で
、

新
文
庫
に

所
蔵
さ

れ

る

『

上

新
請
来
経
等
目

録
』

は
、

非
常
に

重
要
な

資
料
的
価
値
を

有

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

9）

す
る

も
の

と

思
わ

れ
、

稿
者
は

、

前
稿
に

お
い

て

若
干
の

紹

介
を

行
な
っ

た

が
、

本
稿
で
は

、

前
述
の

如
き
教
学
的
な

問

題

を
も

視
野
に

入
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れ

て
、

円
堂
点
の

高
野
山

伝
播
や

教
学
的
実
態
等
に

関
す
る

新
た
な

知
見
を

加
え
つ

つ
、

改
め

て

検
討
し

直
し
て

み

た
い

。

　
　
　
　
　
　

三

　
智
積
院
新
文
庫
蔵
『

上

新
請
来
経
等
目

録
』

の

書
誌
的
事
項

　
『

上

新
請
来
経
等
目
録
』
（
五

函
二

〇

号∀

は
、

一

般
に

「

御
請
来
目
録
」

と

称
さ
れ

、

弘
法
大
師
空

海
（

七

七
四
〜
八
三

五
）

が

唐
か

ら

持
ち

帰
っ

た

経

典
・

曼
陀
羅
・

仏
具

等
の

目

録
で

あ
り

、

上

表
文
及
び

巻
末
に

大
同
元

年
（
八
〇

六
）

十
月
二

十
二

日
の

記
載
の

あ
る

こ

と
か

ら
、

成
立

は

こ

の

頃
と

考
え
ら
れ
る

。

　
本
書
は
、

縦
二

五
・

四

 
、

横
一

五
⊥
ハ

 

の

粘
葉
装
（
料
紙
は

楮
紙
打
紙）

で
、

次
に

示
す
奥
書
の

如
く

、

平
安
後
期

、

延
久
元
年
（

一

〇

六
九）

の

書
写

に

な

る
。

　
　
（
一
〇

六

九）

　
　
「

延
久
元
年
十
一

月
十
六
日
於
北
御
室
書
了

　
小
僧

延
誓
」

　
　
（
朱）

「

同

年
於
高
野
新

房
読
点

了
」

　
　
（
表
紙
外
題
下）

「

蓮
林
房
」

　

右
の

奥

書
か

ら
、

本
書
は

延
久
元

年
20

六
九
）

北

御
室
に

お
い

て

延
誓
が

書
写
し
、

同

年
高
野
山
の

新

房
に

お
い

て

加

点
さ
れ
た

も
の

で

あ
る

こ

と

が

知
ら
れ
る

。

　

本
書
に

施
さ
れ
た

訓
点
に

つ

い

て

ば
、

朱
墨
の

二

種
が

存
し

、

朱
点
に

つ

い

て

は
、

奥
書
に

記
さ

れ

る

通
り

、

平
安
後
期
延
久
元
年
加
点

の

ヲ

コ

ト
点
（
円
堂
点）
・

仮
名
点
（
訓
・

音
）

・

声
点
（
圏
点）
・

合

符
（
訓
・

音）
、

並
び

に
、

仮
名
の

右
肩

に

単
点
を
付

す
こ

と

に

よ
っ

て

濁
点
を

　

　

　

　
ペ

ケ

　
　
ヱ

ン

示
す
例
（

「

眇
−

焉
」

の

「

べ
」

）

が

存
す
る

。

ま
た

、

墨
点
に
つ

い

て

は
、

院
政
期
か

ら

鎌
倉
前
期
頃
加
点
で

数

筆
が

存
し

、

仮

名
点
（

訓
・

音
）

・

声
点
（

圏
点
・

胡
麻
点
）

・

合
符
（
訓
・

音
）

・

合
点
・

返
点
等
が

存
す
る

。

　

本
書
の

写

本
と

し
て

は
、

従
来

、

最
澄

書
写
の

東
寺
蔵
本
（
平
安
前
期
・

国
宝）

と

竹
生

島
宝
厳
寺
蔵
本
（
平
安
中
期
写
・

重
要
文
化
財
）

、

ま

た
、
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（
10
）

草
稿
本
と
し

て
、

施
福

寺
蔵
本
（
平
安
前
期

写
）

が
知
ら
れ

て

い

る

が
、

本
書
は
、

こ

れ

ら
に

次
ぐ
古

写
本
で

あ

り
、

そ
の

書
写
も

仁
和
寺
北

院
に

お
い

て

行
な
わ

れ

る

な
ど
、

善
本
と

し
て

認
め

ら

れ

る
。

　
こ

れ

ら

の

点
を

踏
ま
え
て
、

以
下

、

本
書
を

手
懸
か

り
と

し
た

高
野
山
の

教
学
的
伝
播
の

問
題
に
つ

い

て

検
討
し
て

行
き
た
い

。

四

　
円
堂
点
の

高
野
山

伝
播

　
ま
ず

、

本
書
が

加
点
さ
れ
た

当
時
の

高
野
山
の

状
況
に
つ

い

て

確
認
し
て

お

き
た
い

。

　
仁
和
寺
、

特
に

広
沢
流
を

中
心
に

使
用
さ

れ
る

円
堂
点
が

高
野
山

に

伝
播
し

て

い

る

点
に

つ

い

て

は
、

従
来
よ

り
指
摘
さ

れ

て

い

る

と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
11）

ろ

で

あ
り

、

そ
の

最
古
の

例
と

し

て
、

築

島
裕
氏
は

次
の

石
山
寺
蔵
『

八

字
文
殊
儀
軌
』

を

挙
げ
て

い

る
。

〇
八

字
文
殊
儀
軌
　
石
山

寺
（
校
倉
一

八

函
一

五

号
）

文
応
元
年
頃
写

　
　
　
（
一
〇

六

八）

（
奧
書）

「

治
暦
四

九
月
五

日

於
池
御
房
書
了
」

　
　
　
　
（
一

〇

六

九
）

（
別
筆
一
）

「

治
暦
五

年
三

月
廿
五

日
」

　
　
　
　
〔
一

〇

七
七）

（
別
筆
二
）

「

承
保
四

年
正

月
十
］

日
受
了
／

傳
受
師
南

岳
入

寺
云
こ

／
求
法
小
僧
（
草
名

、

延
ヵ）

之

本
也
」

　
　
　
（
一

〇

ヒ

九）

（
朱
書）

「

承

暦
三

季
四
月
十
八

日

／

於
金

剛
峯
寺
受
法
了
」

褐
點
・

墨

點
・

朱
點

　

築
島
氏
は

、

右
の

奥
書
に

見
え
る

「

池
御
房
」

を

仁
和
寺
大
御
室

性
信
の

資
で

あ
る

長
信
（
一

〇
一

四

〜
一

〇

七
二
）

、

「

南
岳
入
寺
」

を

南
岳

房
済
暹
2Q

二

五

〜
一

＝

五）

で

あ
る

と
し
、

承
保
の

加
点
は

済
暹
の

弟
子
に
よ

る

も
の

と

し
て

い

る
。

そ

し

て
、

承
暦
三

年
（

一

〇

七
九）

朱

書
奥
書
の

「

於
金

剛
峯
寺
受
法
了
」

の

記
事
を
以
て

、

円
堂
点
資
料
の

高
野
山

伝
播
を

確
認
で

き
る

最

古
の

資
料
と

認
定
し

て

い

る
。

　

智
積
院

蔵
『

上

新
請
来
経

等
目
録
』

は
、

奥
書
に

記
さ

れ

る

よ

う
に

、

右

書
を

遡
る

延

久
元
年
二

〇
六
九
）

の

加
点
で

あ
り

、

本
書
が

円
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堂
点
の

高
野
山
伝
播
を

示
す
最
古
の

資
料
と

考
え
る
こ

と
が

で

き
る

。

　

右
の

『

八

字
文
殊
儀

軌
』

に
つ

い

て

は
、

奥

書
に

済
暹
の

名
が
見
え
、

こ

の

済
暹
に
つ

い

て

は
、

月
本
雅
幸
氏
に
よ
っ

て
、

空
海
撰
述
書

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12）

の

円
堂
点
加

点
資
料
の

祖
点
の

創
始
者
で

あ
る

可

能
性
が

示

唆
さ

れ

て

お

り
、

特
に

、

こ

の

承
暦
三

年
（
一

〇

七

九）

は

済
暹
が

『

続
遍
照
発

揮
性
霊
集
補

闕
鈔
』

を

編

纂
し

た

年
（
＋
一

月
）

に

も

あ
た

り
、

そ

う
い

っ

た

当
時
の

碩
学
で

あ
る

済
暹
教
学
の

高
野
山
伝
播
と
い

う
側
面
か

ら

考
え
る

可
能

性
も

存
し

、

ま
た

、

智
積
院

蔵
『

上

新
請
来
経

等
目
録
』

の

加
点
も
空

海
撰
述
書
で

あ
る

点
か
ら

す
れ

ば
、

右
の

如
き
可

能

性
も
考
え
ら

れ

る
。

但
し

、

本
書
の

奥
書
に

は

済
暹
の

名
は

無
い

た

め
、

別
の

視
点
か

ら

も
考
え
る

必

要
が

存
す
る

。

　

本
書
の

奥
書
に

あ
る

「

北
御
室
」

は
、

本
書
の

ヲ

コ

ト
点
が

仁
和
寺
所
用
の

円
堂
点
で

あ
る
こ

と
か

ら

仁
和
寺
北

院
の

こ

と
と

考
え
ら

れ
、

こ

の

北

院
と
し

て

注

意
す
べ

き
こ

と

は
、

三

条
天

皇
の

皇
子
・

師
明

親
王
（
一

〇
〇

五

〜
一

〇

八
五
）

が

同
院
で

済
信
を

戒
師
と

し
て

出

家
し

て

性

信
親
王
と

な
り

、

後
に

、

仁
和
寺
大
御
室
と

称
さ
れ
る
よ

う
に

な
っ

た

こ

と

で

あ
る

。

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（
13）

　
こ

の

大
御
室
性
信
と

高

野
山
と

の

関
わ

り
に

つ

い

て

は
、

次
の

栂
尾
祥
雲
氏
の

指
摘
が
存
す
る

。

三

條
天
皇
の

長

和
五

年
（

＝
ハ

七

六
（
皇

紀
冖

稿
者

注
）

）
、

祈

親
上

人
定
誉
が

高
野
山
に

来

住
し

て
、

一

山
の

復
興
に

腐
心
し

、

御
室

仁
和

寺
性
信
親
王
の

入
室
た

る

行
明
検
校

、

そ
の

後
を

襲
ふ

て
一

山

を

統
轄
し

た
。

こ

の

行
明
の

時
、

そ
の

恩
師
た

る

性
信
親
王
親
し
く
高

野
山

に

登
御
し

、

庵
室
を

奥
院
御
廟
橋
の

川

北

に

構
へ

て

参
籠
し

給
ひ
、

そ
の

年
即
ち

延
久
四

年
の

暮
れ

、

小
野
の

成
尊
僧
都
に

師

事

せ

る

明
算
上

人

も

学
成
り
て

高
野
山

に

帰
還

し
、

中
院
即
ち
龍
光
院
に

止

住
し

て

そ
の

教
学
を

宣
揚
し

、

此

所
に

高
野
山
教

学
が

再

興

の

第
一

歩
を

踏
み

出
す
こ

と

に

な
つ

た
の

で

あ
る

。

　
こ

の

明
算
上

人
と

時
を
等
う
し

て
、

高
野

山

に

は

南
院
に

維
範
大
徳
あ
り
て

子
嶋
南
院
方
の

祖
と

な
り

、

往
生
院
谷
の

草
庵
に

は

性

信
親
王

の

法
資
に

し
て

観
音
院
流
の

祖
た

る

寛
意
僧
都
が
在
住
し
て

、

各
々

そ
の

教
線
を

張
つ

た

の

で

あ
る

け
れ
ど

も
、

後
世
に

ま
で

超
人
的
の

感
化
を
及
ぼ

し
、

高
野
山
教
学
の

苗
圃
と

な
つ

た

も
の

は

何
と

云
つ

て

も
中
院
の

明
算
上

人

で

あ
る

。
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右
の

指
摘
の

如
く

、

当
時
の
亠
咼

野

山

は
、

大
御
室

性
信
の

入

室
で

あ

る

行
明
が

高
野

山
を

統
括
し

、

ま
た

、

性
信
自

身
も

高
野
山
に

登

御

し
て

お

り
、

こ

の

よ

う
な
状
況
下
に

お
い

て

本
書
が

仁
和
寺
か

ら

高
野

山
に

移
動
し

て

加
点
さ

れ

る

と
い

う
、

ま

さ

に

円

堂
点
の

高
野
山

伝

播
を

明
確
に

示
し

た

資
料
で

あ
る
こ

と
が

知
ら

れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14）

　
つ

ま

り、

高
野
山

に

お

け
る

仁
和
寺
広
沢
流

所
用
の

円
堂
点
の

伝
播
の

背
景
を

、

大
御
室

性
信
に

よ

る

高
野
山

の

統
括
と
い

う
側
面
か

ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15）

考
え
る
こ

と

が

確
認
で

き
、

ま
た

、

本
書
や

石
山

寺
蔵
『

八

字
文

殊
儀
軌
』

、

更
に
は

、

観

音
院

寛
意
の

高
野

山
に
お

け
る

活
動
を

見
る

時
、

高
野
山
に

お

け
る

仁
和
寺
教
学、

特
に
、

円
堂

点
資
料
と
い

う
具
体
的

資
料
か

ら

確

認
で

き
る

仁
和
寺
教
学
の

伝
播
は

、

大
御
室

性
信
に

よ

る

高
野
山
の

統
括
の

中
で

、

そ
の

弟
子
達
の

活
動
に

基
づ

く

も
の

で

あ

る
こ

と
が

窺
わ

れ

る
。

　

更
に

、

ヲ

コ

ト

点
展
開
史
上
の

問
題

と
し

て
、

合
わ

せ

て
、

観
音
院

僧
都
寛
意
の

問
題

に
つ

い

て

も
述
べ

て

み

た
い

。

　

本
書
に
は

、

一

例
な

が

ら
、

複
星

点
「

：
」

を

「

ス

ル

コ

ト
」

と

し

た

例
が

存
す
る

。

円
堂

点
に

お
け
る

複
星

点
に
つ

い

て

は
、

点
図

集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（
16）

の

円
堂
点
の

最
後
の

壺
に

「

観
音
院

僧
都
被
加
点
」

と

あ
る

こ

と

か

ら
、

こ

の

複
星
点
の

創
始
者
を

中
田
祝

夫
氏
は

延
寿
（

九
九

二

〜
一

〇
四

九）

と

さ

れ
、

一

方
、

築

島
氏
は

、

複
星

点
の

最
古
の

例
が

次
に

挙
げ
る

東

寺
金

剛
蔵

『

佛
母

大
孔

雀
明
王

儀
軌
』

で

あ
る

こ

と

か

ら
、

延

寿
存
命
時
に

は

複
星

点
の

存
在
が

確
認
で

き
な
い

こ

と

を
も
っ

て
、

「

観
音
院
僧
都
」

を
寛
意
に

宛
て

る
こ

と

を
提
言
さ

れ

た
。

○
佛
母

大
孔

雀
明
王

儀
軌
　
東
寺
金

剛
蔵
（
二

八
函
一

号）

永
保
二

年
頃

写

　
朱
點

　
　
　
　
（
一

〇

八
二
）

　
　
（

朱
書）

永
保
二

年
二

月

廿
八

奉
受
了
／
大
師
御
室

／
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
／
求
法
沙
門
口
口

口
口
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

慈
河
廣
大

　
　
（

朱
書
二
）

「

永
保
二

年
三

月
二

日
奉
受
了

　
御
室
御
傳
／
梵
字

（

旨

冨

9

重
」

　
　
　
　
　
（
一
一
一
七）

　
　
（

別
筆）

「

永
久
五

年
十
一

月

廿
五

日

於
池
上

塔
下

僧
正

御
房
／
奉
受
了
」

　

尚
、

本
書

、

新
文

庫
蔵
『

上

新
請

来
経
等
目

録
』

の

複
星

点
は

、

従
来

最
古
と

さ
れ
た

永
保
二

年
（

一

〇
八
二
）

を
遡
る

延
久

元
年
（

】

〇
六

九）

で

あ
り

、

こ

こ

で

も
、

本
書
の

訓

点
資
料
と

し

て

の

価

値
の

高
さ
が

窺
わ

れ
る

。

但
し

、

築
島
氏
の

指
摘
の

如

く
、

観
音

院
僧

都
を

延

207

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

智山学報第六十 二 輯

寿
に

ま
で

遡
る

こ

と

は

で

き

ず、

や

は

り、

寛
意
に

宛
て

る
こ

と
が

相
応
し
い

も
の

と
思

わ

れ

る
。

　
ま
た

、

寛
意
は

高
野

山
に

お
い

て

観
音
院
を

創
始
す
る

学
匠
と
は

言
え

、

当
時
は

、

高
野
山

棲
居
以

前
の

こ

と
で

あ
り

、

更
に

、

東
寺
金

剛
蔵
『

佛
母
大
孔

雀
明

王

儀
軌
』

の

奥
書
も
、

判
読
困
難
な
が

ら
、

大
御
室

性
信
と

の

関
係
を

窺
わ
せ
、

此

書
に

せ

よ
、

本
書
に
せ

よ
、

初

期
の

複
星
点
の

資
料
は

未
だ

複
星
点
九

種
が

全
て

完
備
さ

れ

る

よ

う
な

体
裁
で

は

な

く
、

ま
た

、

直
接
的
に

寛
意
と

の

関

係
を
窺
わ

せ

る

も

の

と
は

な
っ

て

い

な
い

こ

と
が

確
認
で

き
る

。

こ

の

こ

と

か

ら

考
え
れ

ば
、

こ

の

複
星
点
自
体
も
、

寛
意
創
始
と

す
る

よ

り
は

、

大
御
室
性

信
周
辺
で

創
始
さ

れ
、

観
音
院
僧
都
寛
意
に

よ
っ

て

整
理

完
備
さ

れ

た

も
の

と

理
解
す
る

ほ

う
が

相
応
し
い

も
の

と

思
わ

れ
、

円
堂

点
の

展

開
の

実
態
が

窺
わ

れ

る

点
に

も

注
目

で

き
る

。

　
以

上
の

こ

と

を

確
認

し

た
上
で

、

更
に
、

本
資
料
を

手
懸
か

り
と
し

た

高
野
山
の

教
学
的
側
面
に
つ

い

て
、

具
体
的
資

料
を
踏
ま

え

て

検

討
し

て

行
く
こ

と
と
し

た
い

。

五

　
濁
音
表
示
を
巡

る

問
題

　
こ

こ

で

は
、

当
時
の

高
野
山

に

於
け

る

仁
和
寺
・

円
堂
点
と

諸
流

派
と
の

交
流
を

巡
る

問
題
を

検
討
し

た
上

で
、

本
書
の

ヲ
コ

ト

点
展
開

史
上

に

お

け

る

位

置
に
つ

い

て

述
べ

る
こ

と

と
し

た
い

。

そ
の

た

め
、

本

資
料
の

濁
音
表
示
を

巡
る

問
題
に

注

目
す
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ヘ

ウ

　
　
エ

ン

　

初
め

に

述
べ

た

如
く
、

延

久
元
年
加
点
で

あ
る

朱
点
に

は
、

濁
音
表
示
と

し

て

仮
名
の

右
肩
に

付

す
形

式
（

「

眇
−

焉
」

の

「

べ
」

）

が

用
い

ら

れ

て

い

る
。

そ
こ

で
、

本
書
に
こ

の

濁
音
表
示
形
式
が

用
い

ら

れ

て
い

る

意
義
に
つ

い

て
、

以

下
に

検
討
し

て

い

く
。

五
・

一

　

高
野
山
に

お

け
る

諸
流

派
の

交
流

　
こ

の

濁
音

表
示

形
式
に
つ

い

て

は
、

沼
本
克
明
氏
に
よ

っ

て
、

次
の

如

く
、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
17）

て

使
用
さ

れ

て
い

る
こ

と
が

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

早
い

時
期
に

お
い

て

は

専
ら
南

都
古
宗
と

真
言
宗
と

に

お
い
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使
用
さ

れ

て

い

る

ヲ

コ

ト

点
は

、

早
い

頃
は

仁
都
波
迦

点
（

天

台
宗
山

門
派）

、

天
爾
波

留
点
（
別
流
X
天

台
宗
山
門
派）

の

天

台
宗
で

も

使
用

さ

れ

て

い

る

が
、

大
部
分
は

喜
多
院
点
（
南
都

法
相
宗
使
用）

、

中
院
僧
正

点
（
高
野
山
真
言
宀

示

使
用）

、

円
堂
点
（
仁
和
寺
真
言

宗
使
用）

の

他
に

東

大

寺
点
（
南
都
三

論
宗
・

真
言

宗
使
用）

の

も
の

も

有
る

か

ら
、

こ

の

方
式
は

、

専
ら

南

都
古
宗
と

真

言
宗
と
に

使
用
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　
そ
し
て

、

沼

本
氏

は
、

こ

の

濁
音
表
示
形
式
の

早
い

例
を
整
理
さ

れ
、

こ

の

濁
点
表
示
形
式
を

使
用
し
た

円
堂
点
資
料
の

最
古
の

例

と

し

て
、

次
の

高
野
山
光

明
院
蔵

『

蘇
悉
地

羯
羅
経
』

承
保

元
年
（

一

〇

七
四
）

点
を

挙
げ
て

い

る

が
、

本
書
は

そ

れ
を

遡
る

例
と

し

て

注
目

で

き

る
。

0
蘇
悉
地
羯
羅
經

　
三

卷

　
高
野
山

光
明
院

　
　
奈
良
写

　
朱
點
・

白
点

　
　
　
　
　
　
　
　
二

〇
二

三）

　
（
卷
上

奥）
（

朱）

「

以
治
安
三

年
四

月
十
二

日
點
了

　
求
法
沙
門
口
口
」

　
　
　
　
　
　
　（
】
一

〇

八）

　
（
卷

中
奧
×
朱）

「

天

仁
元

年
九

月
廿
一

日

於
華
藏
院
律
師
俥
受
了

　
沙
門
聖

惠
」

　
　
　
　
　
　
　（
］

○

〇

八）

　
（
卷
下

奥
X
朱）

「

寛
弘
五

年
四

月
十
八

日

讀
了

　
南
御
室

御
傳
法
」

　
　
　
　
（
一
〇

七
四
）

　
　
（
白）

「

承
保
元

年
十
一

月
廿
八

日

於
高
野
山

中

院
明

算
山
籠

奉
受
了
　
寛
智
」

　
　
（
朱
）

「

天
仁
元

年
十
二

月
十
五

日

於
華
藏
院
律
師
傳
受
了

　
沙

門
聖

惠
」

　

従
来

、

右
の

資
料
に
つ

い

て

は
、

先
行
研
究
が

存
し

、

円
堂
点

資
料
と

し
て

の

紹
介
の

他
に

、

そ
の

国
語
学
上

の

意

義
と
し

て
、

（
18）
　
　

　

　

　
　

（
19）
　

　

　

　
　

　

　

　
　
（
20）
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
〔
21）

体
や

語

彙
の

問
題
、

角
点
を
巡
る

問
題
、

そ
し

て
、

築
島
氏
に
よ

る

以

下
の

如
き
加

点
の

分
類
に

関
す
る

研
究
等
が

存
す
る

。

 
白

点
（

薄
）

巻
上
・

中
・

下
寛

弘
よ

り
少
し

以
前

　
長
保
頃

　
第
六

群
点

仮
名
字
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朱
点
（

薄
）

　

巻
上
・

中
・

下

　
寛
弘
五

年

　
第
五

群
点

 
朱
点
（

暗
赤

色
　
　
巻
上
・

中
・

下

　
寛
弘
−

治
安
頃
　
不
明
（
假

名
点
の

み
か
）

 
朱
点
（

薄
）

　

巻
上
・

中
　
治
安
三

年

　
喜
多
院
点

 
角
点
（

細）

　

巻
下

　
治
安
三

年
頃

　
喜
多
院

点

 
白
点
（

太）

　

巻
上
・

中
・

下

　
承
保
元

年
　
円
堂
点

 
朱
点
（

太
・

粗
）

　

巻
上
・

中
・

下

　
天
仁
元

年
　
円
堂
点

 
墨
点

　
巻
上
・

中

　
仮
名
点

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　
し

か
し

、

此
書
に
つ

い

て
、

教
学
的
交
流
の

視
点
か

ら

説
か

れ

た

も

の

は

未
だ

管

見
に

は

入
ら

ず
、

こ

の

点
に
つ

い

て

述
べ

て
み

た
い

。

　
ま

ず
、

治

安
三

年
20

二

三）

点
に

は
、

朱
点
で

興
福

寺
法
相
宗
所
用
の

喜
多
院

点
が

施
さ

れ

て

い

る
。

そ

し
て

、

承

保
元

年
点
は

寛
智

（
一

〇

四

六
〜
一
一
一
一
）

に

よ

る

円
堂
点

、

天

仁
元

年
点
は

聖
恵
（

一

〇

九
四

〜
一
一

三

七
）

に

よ

る

円
堂

点
が

施
さ

れ

て

い

る
。

寛
智
は

大
御
室
性

信
の

資
、

聖
恵
は

仁
和
寺
華
蔵
院
の

三

品

法
親
王
で

寛
智
の

資
で

あ
る

。

　
こ

れ

ら

を

踏
ま
え
る

な
ら

ば
、

此

書
は

、

永
保
元

年
（
一

〇

七

四
）

加

点
で

興
福
寺

法
相
宗

所
用
の

喜
多
院

点
資
料
を

、

高
野
山

中
院
（
龍
光

院
）

に

お
い

て

仁
和
寺
大
御
室
性
信
の

資
で

あ
る

寛
智
が

明
算
よ

り

「

奉
受
」

し
た

資
料
で

あ
る
こ

と

が

知
ら
れ

る
。

　

即
ち

、

此
書
か

ら

興
福
寺
法
相
宗
・

高
野
山

中
院
流
明
算
・

仁
和
寺
広
沢
流
寛
智
の

教
学
的
な
繋
が

り
を

見
る
こ

と

が

で

き
る

。

　
こ

の

興
福

寺
法
相
宗
喜
多
院
点
・

高
野

山
中
院

流
・

仁
和
寺
広
沢
流

を
巡
る

問
題

に

つ

い

て

は
、

更
に

、

以

下

の

如
き
こ

と

に

も
注
目
で

き
る

。

　

前
述
の

沼

本
氏
は

、

こ

の

濁
音
表
示

形

式
の

早
い

時
期
の

資
料
と

し

て
、

天

台
宗
系
統
の

も
の

を
除
け
ば

、

そ
の

最
も

早
い

例
が

喜
多
院

点
資
料
で

、

子
嶋
真

興
（

九
三

五

〜
一

〇

〇

四
）

に

き
わ

め

て

近
い

人

物
の

加
点
と

さ

れ

る

醍
醐
寺
蔵

『

法
華
経
釈
文
』

で

あ

り
、

次
い

で
、

東

大
寺
点
資
料

、

ま

た
、

真
興
が

東
大
寺
点
を

改
変
し

て

創
始
し

た

と

さ

れ

る

中
院
僧
正

点
の

資
料
で

あ
り

、

こ

の

濁
音
表
示
形
式
と

真
興
と

一 210 一
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の

関
わ

り
に

は

注
目
で

き
る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

特
に

、

円

堂

点
資
料
の

最
古
の

例
と

し

て

従
来
認
識
さ
れ
て

き
た

も
の

は
、

の

書
写
加
点
に

は

真
興
が

関
与
し

て

い

る
。

次
に

挙
げ
る

清

水
寺
蔵
『

縛
日

羅

駄

都
私
記
』

○
縛
日

羅
駄
都

私
記
　
清
水
寺
　
天
元
五

年
写
　
朱
点
（

円
堂

点）

　

　
「

強

攀
年

報
二

月
廿

吾
於
香
山
寺
記
畢

齟
ハ

福
寺
／
釋
眞
興
」

　

　
「

件
書
以
彼
自
筆
削
已
了
而

其
本
得
失
遂
不
可

／

得
仍
借
定
一

度
上
徒

寫
取
之
本
更
以

書
之

／

　

　

概

坐
年

呈
四

月
二

日

於
子
嶋
寺
寫
了
頗
／
似
鳴
呼
而
已

釋
眞
興
」

で

あ
り蠹

　 、

こ

　

此
書
の

奥
書
か

ら
、

永
延
三

年
（
九
八

九
）

に

真
興
に
よ

っ

て

書

写
さ
れ
た

こ

と

が

知
ら

れ
、

ま
た
、

そ

の

加
点
も

、

築

島
氏
に

よ
っ

て

同

じ

永
延
の

筆
と

見
る
こ

と

が

指
摘
さ

れ
て

お

り、

加
点
自
体
も

真
興

、

乃
至
は

、

そ
の

周
辺
の

人

物
と

考
え
ら

れ

る
。

こ

の

点
か

ら

も
、

子

嶋
真
興
と

円

堂

点
と
の

関
わ

り
に
つ

い

て

は

注
目
で

き
る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

　

そ
し
て
、

こ

の

真
興
が

創
始
し

た

中
院
僧
正

点
は

、

明
算
以

降
、

高
野
山
所
用
と

な

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
23）

　
こ

の

中
院
僧
正

点
が

高
野
山
へ

と

伝
播
す
る

こ

と

に
つ

い

て
、

築
島
氏
は

次
の

如

く
指
摘
さ

れ

て

い

る
。

金
剛

峯
寺
諸
院

家
析
負
輯
三

に

收
め

ら

れ
た

祈
親
上

人

傳
に

よ

る

と
、

上

人

は

子
嶋
真
興
よ

り
秘
教
を

学
び

、

密
潅
を
利
朝
か
ら
受
け

、

後
、

高
野

山

に

至
つ

て

堂

舍
の

修
復
を

志
し

、

中
院
の

整

備
を
完
成
し
て

こ

れ

を

弟
子
明
算
に

住
持
さ

せ
、

自
分
は

釈
迦

文
院
に

引
退

し
た
と
い

ふ
。

同
巻
の

明
算
伝
に

は
、

祈
親
上
人
は

、

明
算
を
そ
の

父
母
か

ら

請
ひ

受
け
て

弟
子
と

し

た

と

見
え
る

。

定

誉
の

加
点
本

は

未
だ
管

見
に

入
ら
な
い

が
、

こ

の

や

う
な

因
縁
か

ら
、

中
院
僧
正
点
が

伝
へ

ら

れ

た

可
能
性
も

あ
る

の

で

は

な
か

ら

う
か

。
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清
水
寺
蔵

『

縛
日
羅
駄
都
私
記
』

か

ら

円
堂

点
と

子
嶋
流
真
興
と
の

関
わ

り
が

具
体
的
に

確
認
で

き
、

ま

た
、

こ

の

真
興
創

始
の

中

院
僧

正

点
が

高
野
山
に

お
い

て

祈
親
上

人

定
誉
を
通
じ

て

伝
え
ら

れ

た

と
い

う
点
は

、

高
野
山

に

お

け
る

円

堂

点
と

子
嶋
流
と

の

関
わ

り
を

予
想

さ
せ

る

も
の

で

あ
る

。

　

ま

た
、

仁

和
寺
と

子
嶋
流
と
の

交
流
を

直
接
的
に

窺
わ

せ

る

人

物
と
し

て

は
、

大
御
室
性
信
の

資
で

あ
り、

智
積
院
蔵
『

上

新
請
来

経
等

日

録
』

の

加
点

当
時
に

お
い

て
、

高
野
山

検
校
で

あ
っ

た

行
明
（

〜
一

〇
七
三
）

に

も

注
目

で

き
る

。

こ

の

点
に
つ

い

て

は
、

多
和

秀
乗
氏
の

　

　

　（
勿）

次
の

指
摘
が

存
す
る

。

N 工工
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祈
親
上

人
（
持
経
上
人
二
疋

誉
が
、

長
谷
寺
か
ら

高
野
山
に

登
っ

て

来
た

の

は

長
和
五

年
20

一

六）

と
い

わ
れ
て
い

る

が
、

祈
親
上

人
の

法
流
は

子

嶋
流
（
壺
坂
流）

に

属
し

、

『

高
野
春
秋
』

に

よ

れ

ば
子

嶋
の

真
興
に

師
事
し

た

と

あ
り、

『

高

野
興

廃
記
』

に

は

興
（
福
寺
）

行

者

子
嶋

真
興
の

弟
子
仙
救

灌
頂
の

末
資
と

あ
る

。

「

高
野
山

先
哲
灌

頂
記
録
」
（
正

治
二

年）

は

現

存
す
る

最
も

古
い

高
野
山
の

血

脈
で

あ
る

が
、

こ

の

灌
頂
記

録
は

大
御
室
（
性
信）

行
明
か

ら

始
ま
る

が
、

冒
頭
に

行
明
が
壺
坂

寺
子
嶋
流
太
念
の

付
法
で

、

行
明、

良
禅

、

行
恵
、

灌
実
と

続
い

て

お

り
、

祈
親
上

人

定
誉
が

最
初
に

高
野
山
に

居
を

定
め

た

場
所
が
大

湯
屋
（
東
室
）

で

あ
り

、

こ

の

地

が

後
に

惣
持
院
と

な
っ

た
と
い

わ
れ

る
の

は
、

惣
持
院
の

開
基

惣
持

房
行
恵
、

同
第
二

代
灌
実
が

子

嶋
流
に

属
す
る

こ

と

と

も

深
い

関
わ

り
が

あ
る

。
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右
の

如
く

、

性
信
の

資
で

あ
る

行
明
が

子
嶋
流
太
念
付
法
で

あ
る

こ

と

は
、

直
接
的
に

仁
和

寺
と

子
嶋
流
と

の

繋
が

り
を

窺
わ

せ

る

と

こ

ろ

で

あ

り、

ま

た
、

『

血

脈
中

院
』

に

よ

れ

ば
、

中
院

流
に

お

け

る

明
算
付

法
の

行
恵
も

右
の

子

嶋
流
の

中
（
太
念

−
行
明

−
良
禅
ー
行
恵）

に

確

認
で

き
る

点
は
、

高
野
山
に

お

け
る

仁
和
寺
大
御
室
性
信
と

そ
の

資
で

あ
る

行
明
周
辺
の

諸
流
派
交
流
を
窺
わ
せ

る

も
の

で

あ
る

。

　

こ

う
い

っ

た

形
で

も
、

高
野
山

に

お

け
る

諸
流

、

仁
和
寺
・

興
福
寺
法
相
宗
・

子
嶋
流
・

中
院
流
等
の

交
流
が

確
認
で

き
る

。

　

こ

れ

ら

の

点
か

ら

考
え
る

な
ら

ば
、

本
書

、

智

積
院
蔵

『

上

新
請
来
経
等
目
録
』

に

あ
る

濁
音

表
示
形
式
は
、

右
の

如
き
諸

流
派
の

交
流

を

背
景
と

し
て

加
点
さ

れ
た

も
の

で

あ
る
こ

と
が

知
ら

れ
る

。



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

教学的交流 か ら見た院政期高野 山の ヲ コ ト点伝播に つ い て （宇都宮）

五
・

二

　
高

野
山

に

お

け
る

浄
土
教
を
巡
る

問
題

　

本
書
の

加
点
（
濁
音
表
示
形
式
の

使
用）

が

諸
流
派
の

交
流
に

基
づ

く
も
の

で

あ
る
こ

と

を

踏
ま

え
た

上

で
、

期
に

お
け
る

高
野
山
浄
土
教
の

視
点
か

ら

も
述
べ

て

み
た

い
。

　

智
積
院
蔵

『

上

新
請
来
経
等
目
録
』

の

加
点
時
期
よ

り
は

降
る

が
、

明
算
周
辺

に

お

け
る

問
題
と

し

て
、

宗
僧
」

と

の

記
述

が
次
の

天
野
山
金
剛

寺
一

切
経
蔵

『

無
量
清
浄

平
等
覚
経
』

巻
下

の

奥
書
に

見
え
る

。

○
無
量
清
浄
平

等
覚
経

　
金
剛
寺

　
保

延
五

年
写

　
　

粛
建

蓼
九

月
二

日

巳

時
奉
書
□

念
仏
宀

示

僧
運

覚
」

　
　
「

願
以
書
写
功

　
必

為
往
生

因

　
普
法
界
衆
生

　
生

西
方
浄

刹
」

こ

の

問
題
を

、

更
に

、

こ

の

時

従
来

知
ら
れ

る

最
古
の

「

念
仏

　

右
の

運

覚
は

明
算
の

「

親
眤
之

弟
子
」

（
「

僧
運

覚
注
進
状
」

大

治
四

年
二

月
九

日

条）

で

あ

り、

稿
者
は

、

こ

れ
を

手
懸
か
り
に

、

当

時
の

高
野

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25）

山

中
院
流
に

お
い

て

浄
土

教
と

関
わ

る

側
面
の

存
し
た

こ

と

を
指

摘
し
た
こ

と

が

あ

り、

ま
た
、

高
野

山
に

お

け

る

浄
土

教
の

問
題
と

し
て

は
、

従
来
よ

り
、

そ
の

名
の

知
ら
れ
る

経

源
や

教
懐
ら
の

活
躍
し

た

小
田

原
別

所
の

関
与
し

て

い

る
こ

と

が

井
上
光

貞
氏
に

よ
っ

て

指
摘
さ

（
26）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27）

れ
、

ま

た
、

小
田

原
は

ヲ

コ

ト

点
伝
播
の

問
題
と

し
て

も
注
目

さ

れ
て
い

る
。

築
島
氏
は
、

興
福
寺
法
相
宗
所
用
の

喜
多
院
点
が

高
野
山
へ

と

伝
播

す
る

原
動
力
と

し
て

、

「

中

川
成
身
院
・

仁
和
寺
・

小
田

原

山
寺
で

喜

多
院
点
が

盛
ん

に

行
な
わ

れ
、

多
分

、

小

田
原
別

所
を

通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（
28）

て
、

高
野
山
に

も
広
ま
っ

た

も
の

と

思
わ
れ
る
」

と

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　（
29）

　
こ

の

点
に
つ

い

て
、

中
田
氏
が
以
下
の

真
福
寺
蔵
『

妙
法
蓮
華

経
優
婆
提
舎
』
（
喜
多
院

点
）

の

奥
書
を
紹
介
し
、

○

妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
　
真
福
寺

　
治

暦
四

年
頃
写

　
朱
点
（

喜
多
院
点
）
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（
」

〇

六

八）

「

治
暦
四

年
戊
申
二

月
廿
六

日

未
剋
小
田
原
山
寺
迎
接

房
移

点
已

畢
」

こ

こ

に

見
え
る

る
。

　
　
　
　
（
30）

「

迎

接

房
経
源
」

を

仮

名
比
丘

経
源

『

後

拾
遺

往
生

伝
』

巻
中
に

あ
る

経

源
上

人
（
板
本
で

は

「

経
暹
」

）

と

し
て

、

以
下

の

如
く
引
用

し

て

い

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

上
人

経
源
［
板
本
「

暹
」

］

者
。

中
納
言

定
頼
卿
之
息
也

。

壮

年
之

時
。

出
俗
入

真
。

汲

真
言

之

定
水

。

念
仏

多
年

。

行
業
幾
日

。

偏
修
往
生

業
。

故
号
迎
接

房
。

初
則

住
興
福

寺
。

窺
法

相
之

義
淵

。

後
則
遷
小
田

原
。

　
こ

れ

ら
の

記
述
か

ら
、

経
源
が

始
め

は

興
福
寺
で

学
び

、

後
に

南
山
城
小
田

原
に

住
し
た

後
、

高
野
山
に

籠
居
し

た
こ

と
が

知
ら

れ

る
。

そ
し

て
、

真
福
寺
蔵
『

妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
』

が
喜
多
院
点
で

あ
る
こ

と
は
、

こ

の

迎
接
房
経
源
の

出
自
に

基
づ

く
も
の

で

あ
る
こ

と

が

知
ら

れ
、

喜
多
院
点
が
高
野
山
へ

と

伝
播
す
る

背
景
を

も
窺
う
こ

と

が
で

き
る

。

　

高
野

山
の

復
興
に

尽
力
し
た

祈
親
上

人
定
誉
が
興
福
寺
系
で

あ
る
一

方
で

子
嶋
流
を
受
け

、

ま
た

、

高
野

山

検
校
で

性
信
の

資
で

あ
る

行

明
も
子

嶋
流

を

も
受
け
て

お
り

、

行
明
の

次
に

高
野
山
検
校
と

な
っ

た

維
範
も

子
嶋
流
南
院
方
の

祖
で

あ
る

な

ど
、

孰
れ

も

興
福
寺
系
の

流

れ

を

受

け
て

お

り
、

こ

こ

に

興
福
寺
の

別
所
的
存
在
で

あ
っ

た

小
田

原
と
の

繋
が

り
が

窺
わ

れ
、

こ

の

よ

う
な

背
景
の

も
と
に

、

経
源
ら
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
31）

華
経
持

者
や

浄
土
教
家
が

高
野
山
と

の

関
わ

り
を
深
め

て

い

っ

た

こ

と

が

知
ら

れ

る
。

そ

し
て

、

こ

の

点
が

高
野
山
に

お

け
る

興
福
寺
法
相

宗
所
用

で

あ
っ

た

喜
多
院

点
の

伝
播
に

大
き
く
影
響
し
て

い

る

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

　
ま

た
、

こ

の

小
田
原
と

真
興
の

子
嶋
流
や

高
野
山
中
院
流
と

関
わ
る

資
料
と
し

て

は
、

次
の

『

大
威

徳
念

誦
次
第
』

に

も

注
目
で

き
る

。
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奧
書
）

毳
多
械

三

月
＋
九

日

於

髓
・

・

房
L

書
写
畢
／
小

臨
．．

寺
西

董
御
房
御
也
／
求
法

鏨）
之
本
也

（
別

筆
一
）

「

信
曉
之

本
也
（
草
名
）

之
」

〔
別

筆
二
）

「

（
草
名）

之
」

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（

マ

マ

）

　

右
の

奥
書
に

見
え

る

「

小
田
山

寺
西
室
聖

御

房
」

に
つ

い

て
、

築
島
氏
は

教
懐
の

こ

と

を

指
す
も
の

と

さ

れ
、

「

信
曉
」

に
つ

い

て

は

未

詳
と

さ
れ

罐
が
・

こ

の

信

曉
に

つ

い

て

検
討
す
る

な

ら

ば
・

『

血

脈
中
院

』

の

中
に

・

宗
恵

付
法
の

弟
子
（

明
算
「

行
恵

⊥
示

恵
−

蕋）
と

し

て

そ
の

名
が

見
え
、

小

田
原
聖
教
懐
の

関
与
す
る

喜
多
院

点
資
料
が
実
際
に

高
野
山
中
院
流
と

繋
が
る
こ

と

が

確
認
で

き
る

。

ま
た

、

前
述
の

如
く

、

宗
恵
の

師
で

あ
る

行
恵
も

子
嶋
流
太
念
の

流
れ

を

受
け
る

人
物
で

あ
る

。

　

尚
、

喜

多
院

点
が

高
野
山
に

伝
播
し
た

例
と
し

て
は

、

次
の

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『

弁
顯
密
二

教

論
』

に

も
注
目
で

き
る

。

○

弁
顯
密
二

教

論
　
大
東
急
記
念
文
庫
　
天
喜
五

年
頃

写

　
朱
点
（
喜
多
院
点）

　
　
（
一
〇

五

七）

　
　
「

天
喜
五

年
十
二

月
廿
一

日

奉
畢
／
願
以
此
善
根
二

利

大
願

成
自

他
共

証
菩
提
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（
マ

マ

）

　
　
（

追
筆）

「

同
月
同
日

点
畢
」

「

沙
門
長

　
長
胤
」

　
　
（

表
紙
）

「

釈
沙
門
性

寛
」

「

釈
真

誉
本
」

　

此
書
の

長
胤
・

性
寛
に
つ

い

て

は

未
詳
な
が

ら
、

真
誉
は

高
野
山
持
明
院
流
の

祖
で

あ
り

、

ま
た

、

明
算
−
良
禅
−

真
誉
と

い

う
流
れ

に

あ
り

、

喜

多
院

点
資
料
が

「

釈
真
誉
本
」

と
し

て

高
野

山
に

伝
わ
っ

た
こ

と
が

確
認
で

き
る

。

ま
た

、

真
誉
は

仁
和
寺
寛
助
の

付
法
で

も

あ

る
。

　
以

上

の

資
料
か

ら

考
え
る

な

ら

ば
、

高
野
山
に

お
い

て

は
、

明
算
の

出
自
と

関
わ
っ

て

祈
親
上
人

定
誉
を
介
し
た

興

福
寺

法
相
宗

所
用

の

喜
多
院
点
や

真

興
の

流
れ

で

あ
る

子
嶋
流
の

中
院
僧
正

点
を

受
容
し

た

側
面
の

他
に

、

浄
土
教
の

伝
播
に

伴
っ

て

小
田

原
別

所
で

使
用

さ

れ
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た

喜
多
院
点
や

真
興
の

流
れ
を

受
容

す
る

側
面
を
も

有
し
て

い

た

こ

と

が
知
ら
れ

る
。

ま
た

、

そ
れ
ら

が

大
東
急
記
念

文
庫
蔵
『

弁
顯
密
二

教
論
』

や

行

明
の

よ

う
に

、

仁
和
寺
と
も

繋
が
っ

て
い

る

こ

と

が

知
ら
れ
る

。

　

そ
し
て
、

前
掲
の

栂
尾
氏
の

指
摘
に

も

あ
っ

た

明

算
の

高
野
山
に

お
け
る

位

置
を

考
え
、

ま
た

、

今
ま

で

検
討
し

て

来
た

資
料
が

中
院
流

へ

と

繋
が
っ

て

い

く
こ

と

か

ら

考
え
る

な

ら

ば
、

高
野
山
に

お

け
る

諸
流
派
の

交
流
の

拠
点
と

し
て

、

も
し
く
は

、

諸
流
の

窓
口
と

し

て
、

こ

の

中

院
流
や

中

院
（
龍
光
院）

が
一

つ

の

拠

点
と

な
っ

て
い

た

で

あ
ろ

う
こ

と
が

知
ら
れ

、

諸
種
の

ヲ

コ

ト
点

伝
播
を

始
め

と

し
た
ヲ

コ

ト

点
展
開
史
上
に

お

け
る

高
野
山

中
院
流
の

位
置
を
も

確
認
で

き
る

。

　
つ

ま
り
、

本
書
に

お

け
る

濁
音

表
示
形

式
の

使
用
は

、

諸
宗
交
流
の

実
態

、

特
に

興
福
寺
法
相
宗
と

高
野
山
・

仁
和
寺
と
の

交
流

を

窺
わ

せ

る

の

み

な

ら

ず
、

本
書
の

奥
書
に

は

明
示
さ
れ
て

い

な
い

も
の

の
、

高
野
山
に

お
け
る

数
学
的
拠
点
と

し
て

の

中
院
流
の

位
置
付
け

、

特

に

仁
和
寺
と
中

院
流
と
の

繋
が

り
を
も

示
す
可
能
性
が

指
摘
で

き
る

。

五
．

三

　
ヲ

コ

ト

点
展
開
史
に

お

け
る

智
積
院

蔵
『

上

新
請
来
経
等
目
録
』

の

位
置
付
け

　
以

上
の

如
く
、

当

時
の

高
野
山
に

お

け

る

諸
流

派
の

交
流
の

実
態
を

、

ヲ

コ

ト

点
の

伝
播
と

い

う
側
面
か
ら

検
討
し

、

仁
和
寺
（
円
堂
点）

と

興
福

寺
（

喜
多
院
点）
、

真
興
子

嶋
流
（
喜

多
院
点
・

中
院
僧
正

点）
・

明

算
中
院
流
（
中
院
僧
正

点）

ら

と

の

問
に

複
層
的
な
諸
流

交
流

の

存
す
る
こ

と

を

示
し

た
。

そ

し

て
、

高
野

山
に

諸
流

派
の

ヲ
コ

ト

点
が

複
数
の

ル

ー

ト

か

ら

伝
播
し
つ

つ

も
、

そ

れ

ら

が

高
野
山
中
院
流
へ

と
繋
が
つ

て

い

く
、

即
ち

、

高
野
山

に

お

け
る

中
院

籠
光
院
）

の

教
学
的

な

位
置
に
つ

い

て

も
具
体
的
に

示
し

て

き
た

。

　
こ

こ

か
ら
、

智
積
院
蔵
『

上
新
請
来
経

等
目

録
』

の

加
点
の

実
態

、

即
ち

、

仁
和
寺
所
用
の

円
堂
点
が

高
野
山

に

お
い

て

加
点
さ

れ
、

更

に
、

興
福
寺

法
相
宗
系
統
の

喜
多
院
点
資

料
に

見
ら

れ

る

濁
音
表
示
形

式
が

使
用
さ
れ
て

い

る

点
は

、

右
の

如
き
高
野
山
に
お

け
る

諸
流
派

の

交
流
を
反

映
し

た
も
の

と
考
え
ら
れ

、

本
書
の

ヲ

コ

ト

点
展

開

史
上
の

位
置
付
け
も
明
確
に

な

る
。
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六

　
お
わ

り
に

　

以
上

、

本
書
を

手
懸
か
り
と

し
て

分
析
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

高
野
山

に

お

け
る

諸
宗
交
流
の

実
態
を

具
体
的
な
資
料
に
基
づ

い

て

記

述

す
る
こ

と

が

で

き
、

ま
た

、

こ

れ

ら

を

背
景
と
し

た

円

堂
点
の

実

態
や

高
野
山
に

お

け
る

ヲ
コ

ト

点
展
開
の

実
態
を

も
見
る
こ

と

が

で

き
た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

　

訓
点
資
料
が

僧
侶
の

教
学
．

修
学
活

動
の

営
為
の

成
果
で

あ
る
こ

と

か
ら
す
れ
ば

、

訓
点
資

料
は

単
な

る

語
学
資
料
と

し

て

捉
え
る
べ

き

も
の

で

は

な
く

、

本

邦
典
籍
史
や

仏
教
史

学
の

資
料
と

し

て

も
積
極
的
に

用
い

る
べ

き
も
の

と

思
わ

れ
、

本
稿
の

如

き
分
析
は

今
後
と

も
進

め

ら

れ

る
べ

き
課
題
と

認
識
し
て

い

る
。

今
後
と

も

更
に

検
討
を
進
め

て

行
き
た

く
、

諸
賢
の

ご

叱
正

を

仰
ぐ

次
第
で

あ
る

。

注
（

1
）

　
平

成
二

十
二

年
度

智
山

勧

学
会
教

学
大

会
に

お

け
る

講

演
（
二

〇
】

○
・

五
）

と

そ

の

講
演

記
録
「

智
積
院
に

お

け
る

聖
教
の

継

承
と

集
積
」

　

　
（

『

智
山

学
報
』

六
〇

　
二

〇
】

一
．

三
）

L
、

ま
た

、

拙
稿
「

智
積
院
新

文
庫
の

聖
教
に
つ

い

て
」

（

科
研
・

基

盤
研
究
圖
「

智
積
院
聖

教
に
お

け
る

　

　
典
籍
．

文
書
の

基
礎

的
研
究
」

（

課
題

番
号
冖

20320067

）

報
告

書
（
二

〇
【
一

・

三
）

）

で

述
べ

た
。

ま
た
、

こ

れ

ら

に

加
筆
・

修
正
の

上

　

　
で

成
稿
し

た

論

考
（

前
記
講
演
記
録
の

成
稿

化
と

し
て

智
山

勧
学
会
よ

り

刊
行
）

も
以
ド

の

如
く

、

公
に

し
た

。

　

　
○
拙
稿
「

智
積
院
新
文

庫
の

聖
教
に
つ

い

て
」

（

『

近
世
の

仏
教
』

青
史
出

版
　
二

〇
一
一

・

七
）

（

2
）

　
追
塩

千
尋
「

古
代
．

中
世
の

家
原
寺
に

つ

い

て
」

（
『

北
海
学
園
大
学
人

文
論
集
』

四

二

　
二

〇

〇
九
・

三
）

（
3

）

　
拙

稿
「

訓

点
資
料
か
ら

見
た

智
積
院
新
文
庫
聖

教
の
→

側
面
」

（

『

訓
点
語
と

訓
点

資
料
』

一

二

八

　
二

〇
一

二
・

三
）

（
4
）

　
高
橋
秀
城

「

信

仰
曼
荼
羅
−
仏
教
と

文
学
1

」

（

『

仏

教
文
学
』

第
三

六
・

三

七

合
併
号

　
二

〇
一

二
・

四
）

（

5
）

　
三

好
英
樹

「

中

世
後
期
に

お

け
る

根
来

寺
と

地

方
寺
院

　
宝

珠
院
聖
教
に

み
え
る

安
房
国
・

下

総
国
の

寺
僧
を

中
心
と

し

て

ー
」

（

平
成
二

十
四

　
　

年
度
智
山
教
学
大

会
発
表
　
二

〇

＝
一
・

五
）

（

6
）

　

科
研
．

基
盤
研
究
個

「

智
積
院
聖
教
に

お

け
る

典

籍
・

文
書
の

基

礎
的
研
究
」

報
告
書
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（

7
）

　

瀬
田

勝
哉
「

伏
見
即
成
院
の

中
世

−
歴

史
と

縁
起
ー

」

（

『

武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』

三

六
　
二

〇

〇

五

⊥
二
）

（
8

）

　
三

保
忠
夫
「

乙

点
図
か

ら

円

堂

点
へ

」

（

『

国
文
学
攷
』

六
九

　
昭
五

〇
・
一

〇
）

（
9

）

　
拙
稿
「

訓
点
資
料
か

ら

見
た

智
積
院
新
文
庫
聖
教
の
一

側
面
」

（

『

訓
点
語
と

訓
点
資
料
』

第
一

二

八

輯
　
二

〇
一

二
．

三
）

（
10
）

　
『

墨
美
』

二

八

六

号
「

新
出
・

空
海
書
請
来
上

表
」

施
福
寺
蔵
（
一

九
七

八

　
墨
美
社）

（
11
）

　

築
島
裕
『

平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』
（

一

九

九
六
　
汲
古
書
院）

（
12
）

　
月
本
雅
幸
「

高
山
寺
蔵
本
文
鏡
秘
府
論

長
寛
点
」

（

『

高
山
寺

典
籍
文
書
の

研
究
』
）

・
「

空
海

撰
述

書
の

古
訓
点
に
つ

い

て

ー
そ
の

性
格
と

研
究
の

　
　
構
想

l
」

（
『

訓
点
語
と

訓

点
資
料
』

77
輯
）

・
『

六
地
蔵

善
本
叢
刊
　
第
七
巻

　
文

鏡
秘

府
論
』

解
題
（

一

九
八

四

　
汲

古
書
院
）

（

13
）

　

栂
尾
祥
雲

「

高

野
山
教

学
史
一

斑
」

（
『

密
教
研

究
』

六
〇

　
一

九
三

六
・

九
）

（
14
）

　
こ

の

点
で

は
、

済
暹
教
学
も

性
信
と

の

関
わ

り
の

中
で

見
る
こ

と

が
重

要
で

あ
ろ

う
。

（
15
）

　
済
暹
教
学
の

高
野
山
伝
播
に

性
信
が

関
わ
っ

て
い

る
こ

と

は
、

堀
内
規
之

『

済
暹
教
学
の

研
究
−
院
政
期
真
言
密
教
の

諸

問
題

1
』

（

二

〇

〇

九

　
　
ノ

ン

ブ

ル

社
）

で

次
の

如
く
指
摘
さ
れ

て

い

る
。

　
　
　
　
済
暹
が

、

空

海
の

『

遍

照
発
揮
性
霊
集
』

の

巻
八
・

九
・

十
の

散
逸
を

歎
き、

『

続
遍

照
発
揮
性
霊

集
補
闕

鈔
』

を

編
じ
る

こ

と
が
で

き
た

　
　
　
　
こ

と
、

さ
ら
に

は
空
海
の

著
作
目
録
を
済
暹
は

『

弘
法
大
師
御
作
書
目
録
』

と

し
て

編
じ
て
い

る
こ

と

等
は
、

ま
さ
に

御
室
の

後
ろ

盾
が

あ

　
　
　
　
っ

た

れ

ば
こ

そ
で

あ
ろ

う
。

　
　
　
そ
の

意
味
で
は

、

円
堂
点
の

高
野
山
伝
播
は

、

広
く

、

こ

の

性
信
の

問
題
か
ら
考
え
る
こ

と
が
で

き
る

も
の
と

思
わ
れ
る

。

（

16
）

　

中
田
祝
夫
『

古

点
本
の

国

語
学
的
研
究

　
総
論

篇
（
一

九
五
一

　

改

訂
　
一

九
七
九
　
勉
誠
社）

（
17
）

　
沼
本
克
明
『

日

本
漢
字
音
の

歴

史
的
研
究
』

（
二

〇

〇

九

　
汲
古
書

院
）

（
18
）

　
中
田
祝
夫
『

古

点
本
の

国

語
学
的
研

究
』

（

19
）

　
曾
田
文
雄
「

訓

点
語
彙
−
光
明
院
蔵
蘇
悉
地

羯
羅
經
承
保
元
年
点
」

（

『

訓
点
語
と

訓

点
資
料
』

第
八
輯

　
一

九

五

六
．

九
）

（

20
）

　
小
林

芳
規
『

角
筆
文
献
の

国
語
学
的
研

究
』

（

一

九
八

七

　
汲
古
書
院
）

（

21
）

　
築

島
裕
『

平
安
時
代
訓
点
本
論
考

　
研
究
篇
』

（

22
）

　
築

島
裕
『

平
安
時
代
訓
点
本
論
考

　
研
究
篇
』
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（
23
）

　
築
島
裕

『

平
安
時
代
訓
点
本
論

考
　
研
究
篇
』

（
24
）

多
和
秀
乗
「

高
野
山
教
団
と

紀
州
出

身
者
−
特
に

明
算
上
人
を

中
心
と

し

て

ー
」

（

『

密
教
大
系
　
第
六
巻

　
日

本
密
教
皿
』

　
一

九
九
五

　
法
蔵

　
　
館
）

（
25
）

　
拙
稿
「

院
政
期
訓
点
資
料
研
究
の
一

問
題
−
真
言
宗
に

お

け
る

教
学
的
交
流
を
巡
っ

て

ー
（

『

日
本
語
の

研
究
』

四
−

一

　

二

〇

〇

八
・
一
）

」

（
26
）

　
井
上

光
貞
『

日
本
浄
土

教
成
立

史
の

研
究
』

（

一

九
五

六

　
山
川

出
版
社）

（
27
）

　
築
島
裕
『

平
安
時
代
訓

点
本
論
考

　
研
究
篇
』

　
　
拙

稿
「

光
明
山
に

お
け
る

諸
宗
交
流
の
一

側
面
−
経
雅
の

訓
点
本
を

手
懸
か

り
と

し

て

I
」

（
『

頼
富
本
宏

博
士

還

暦
記
念

論
文
集
　
マ

ン

ダ
ラ

の

　
　
諸
相
と

文
化
』

二

〇

〇

五
・
一

二

　
法
蔵
館）

（
28）
　
築
島

裕
『

平
安
時
代
訓
点

本
論
考
　
研
究
篇
』

（
29）
　
中
田

祝
夫
『

古
点
本
の

国
語

学
的
研
究
　
総

論
篇
』

（

30）
　
築
島

氏
は

「

小
田
原
迎
接
房
」

が
、

『

高
野

山

往
生
伝
』

で

は

教
懐
の

こ

と

と

し
て

記
さ

れ

て

い

る
こ

と

を
指
摘
さ

れ
て

い

る
。

（

築
島
裕

『

平

　
　

安
時
代
訓

点
本
論

考
　
研
究
篇
』
）

本
文
は

以
下

の

通
り

。

　
　

　
　
　
　

沙
門
教

懐
。

京
兆
人
也

。

幼
日
出
家

。

住
興
福
寺

。

壮

年
離
寺

。

居
小
田

原
。

知
鹹
調

。

故
俗
呼
日
小
田
原
迎
接
房
聖
矣

。

其
後
移
住

於

　
　

　
　
　

亦
高
野
山

。

巳
送
廿
余
年

。

（

31
）

　
井
上

光
貞
『

日

本
浄
土
教
成
立

史
の

研
究
』

（

32
）

　
築
島
裕
『

平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』

附
記

　

本
稿
は
、

平
成
二

十
四

年

度
日

本
学
術
振

興
会
科

学
研
究
費
（
基
盤

研
究
（

B
）

「

根
来
寺
聖

教
の

基

礎
的
研
究

1
智
積
院

聖
教
を

中
心
と

し

て

ー
」

（

課
題

番
号
冖

23320097

／
代
表
者
冖

宇

都
宮
啓
吾）

の

成
果
の
一

つ

で

あ
る

。

　

智
積
院

新
文
庫
聖

教
の

調
査
．

研
究
に
際
し
て

は
、

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
・

智
積
院
御

当
局
よ
り

、

ま
た

、

本
研
究
の

推
進
に

関
し

て

は
、

小
宮

一

雄
師
（

真
言
宗

智
山

派
宗
務
宗
長
）

・

細
川

大
憲
師
（

真
言

宗
智
山

派
教
学
部
長
）

・

石
川
隆
教
師
（

智
山

年
表
編
纂

室
主

幹
）

・

田
口

秀
明

師
（

智
山
年
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表
編

纂
室
助

手
）

よ

り
、

多
大
な
る
ご

高
配

、

ご

厚
恩
を

賜
り
ま
し

た
こ

と
、

心
よ

り
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

〈

キ

ー

ワ

ー

ド
〉

智
積
院
聖

教
、

教

学
的

交
流

、

　
浄
土

教
、

院
政
期、

上
新
請
来
経
等
目
録

高
野
山

、

仁
和

寺
、

興

福
寺

、

ヲ

コ

ト

点、

円
堂
点
、

喜
多
院
点

、

中

院
流

、

子
嶋
流

、

法
相
宗、
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